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子宮体癌における癌幹細胞の特性

宮本朋幸　（倉敷芸術科学大学　生命科学部　生命科学科　大野研究室）
【はじめに】幹細胞(stem cell)とは各組織・細胞の源となる細胞であり、自己複製能および多分化能を有するものと定義されている。近年、白血病、脳腫瘍、乳癌、肝癌などの腫瘍においても同様の幹細胞の存在が報告され、それらは癌幹細胞(cancer stem cell)と呼ばれている。癌幹細胞は薬剤排出能や高い細胞移動能を有するとされており、腫瘍の再発や転移に関与すると考えられている。癌幹細胞の同定・解析は発癌機構の解明、予後判定、新規治療法の開発等に有用であると思われる。今回我々は子宮体癌における癌幹細胞の有無およびその特性を解析した。
【方法】子宮体癌培養細胞株としてIshikawa、HEC-1を用いた。薬剤排出能を指標とし、蛍光標示式細胞分取機(FACSAria)にて癌幹細胞を分取し、その形態学的、分子生物学的特性（CD24, CD44, Estrogen受容体, Progesterone受容体の蛋白およびmRNA発現）について検討した。
【結果・考察】Ishikawa、HEC-1ともに癌幹細胞と思われる細胞が認められた。乳癌にて癌幹細胞の指標として報告のある“CD24陰性/CD44陽性細胞”については、FACSAriaによる解析にてHEC-1癌幹細胞は同一の分画に認められたが、Ishikawa癌幹細胞は異なる分画に認められた。形態学的解析ではHEC-1癌幹細胞の核間距離が、通常HEC-1細胞に比し有意に高値を示し、細胞移動能が高いことが示唆された。また、Ishikawaは高分化型腺癌細胞であり、ステロイドホルモンによる増殖制御を受けているが、Ishikawa癌幹細胞ではEstrogen受容体発現が蛋白・mRNAレベルともに低値を示し、ステロイドホルモンによる増殖制御を受けにくいことが示唆された。
【結語】子宮体癌における癌幹細胞はステロイドホルモンによる増殖制御を受けにくく、高い細胞移動能を有することが示唆された。
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